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企業名 所在地 研究開発テーマ、概要 共同研究機関

高松帝酸株式会社 高松市
「ダイヤモンド表面のフッ素終端化による固体スピン量子デバイスの高性能化」 産業技術

総合研究所

日吉鋼材株式会社 今治市

「職人の目を再現する 朧げな水素炎と厚物鋼板の予熱状態の可視化による水素ガス切断の自
動化技術に関する研究」 愛媛大学

株式会社ジェイコム 西条市
「使用済み紙おむつ由来の再生パルプ等を原料とする革新的高効率バイオエタノールの製造」 新居浜工業

高等専門学校

株式会社フラスコ 西条市
「難削材加工工具の寿命延長技術に関する開発研究」

愛媛大学

株式会社セツロテック 徳島市
「ゲノム編集技術を用いた有用タンパク産生細胞作製方法の開発」

徳島大学
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企業名 研究開発テーマ、概要

高松帝酸株式会社

「ダイヤモンド表面のフッ素終端化による固体スピン量子デバイスの高性能化」

【概要】

ダイヤモンド中のスピン欠陥（ＮＶセンター）を利用した量子センサは細胞内のわずかな生命現象の変化をとらえることができる等、

次世代超好感度量子センサとして注目されている。しかし実用化には、安定性の向上が不可欠であり、その解決策としてフッ素による

表面処理が期待される。そこで、本研究開発では、ダイヤモンド表面のフッ素処理によるセンサ特性向上について、産総研九州セン

ターと共同でフッ素処理法の検討とその効果について検証する。

日吉鋼材株式会社

「職人の目を再現する 朧げな水素炎と厚物鋼板の予熱状態の可視化による水素
ガス切断の自動化技術に関する研究」

【概要】

船舶などに使用される厚物鋼材の加工では、高精度かつ高速な開先加工・切断が求められ、従来は熟練職人がプロパンと酸素を用いて

手作業で行ってきた。しかし職人の高齢化と人手不足により自動化が急務となっている。そこで本研究では、輻射熱の少ない水素ガス

を活用し、切断部の予熱状態を可視化することで、職人の目をセンサーに置き換え、自動化可能な切断技術の確率を目指す。

株式会社ジェイコム

「使用済み紙おむつ由来の再生パルプ等を原料とする革新的高効率バイオエタ
ノールの製造」

【概要】

使用済み紙おむつ由来の再生パルプ等を原料とし、酵素添加や複雑な前処理を行うことなく、耐熱性微生物の共培養により、糖化と発

酵の一体化を低コストで実現する技術の確立を目指す。高齢化に伴い増加する紙おむつ廃棄問題への対応と、地域資源の循環活用、環

境負荷の低減に貢献する、持続可能で革新的な資源循環型バイオ燃料生産システムの開発に取り組む。

株式会社フラスコ

「難削材加工工具の寿命延長技術に関する開発研究」

【概要】

 近年、ハステロイなど難削材の加工需要が特に増加する中、加工工具の寿命の短さが大きな課題となっており、高価な切削チップの

頻繁な交換が加工コスト増加の要因となっている。特に切削時の高温環境下では、切削液中から炭素が析出し、工具摩擦を助⾧すると

考えられる。そこで本研究では、切削部に高温水蒸気を噴出して炭素の除去を図る装置を開発し、切削実験を通じて工具寿命の延⾧効

果とその最適条件の特定を目指す。

株式会社セツロテック

「ゲノム編集技術を用いた有用タンパク産生細胞作製方法の開発」

【概要】

 本開発は、医薬品や診断薬に利用される抗体等有用タンパク質を『安定・大量・短期間』に生産する技術の確立を目的とする。現

在、当社が有する独自ゲノム編集因子とその応用技術を活用し、すでに『安定に』抗体を一定量産生する技術は確立されており、本開

発において3-5倍の産生量向上と作製期間の短縮を目標とする。本事業のターゲット顧客は創薬分野とバイオマテリアル分野を想定す

る。


